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令和８年度「わたしと年金」エッセイを募集中です 

日本年金機構は、厚生労働省と協力して 11 月を「ねんきん月間」と位置付け、様々な   
取組を行っています。 
「ねんきん月間」の期間中は、より多くの皆さまに公的年金制度に対する理解を深めて

いただくための啓発活動を展開する予定です。 
この取組の一環として、広く皆さまから公的年金をテーマにしたエッセイを募集していま

す。 
公的年金の大切さや意義を、皆さまと一緒に考えていきたいと思いますので、ふるって 

ご応募ください。 

【募集内容】 
公的年金の大切さ、応募者ご自身やご家族と公的年金とのかかわりなど、 
「わたしと年金」をテーマにしたエッセイ。 

【募集期間】 

令和 8 年 6 月 1 日（月）から令和 8 年 9 月 7 日（月）まで。 

【応募資格】 
中学生以上 

【発 表】 
受賞作品につきましては、令和 8 年 11 月に日本年金機構ホームページで発表し

ます。 

【後 援】 
厚生労働省、文部科学省、全国高等学校長協会、全国都道府県教育委員会連
合会 

なお、募集詳細および過去受賞作品をアニメーション化した動画を、機構ホームペー
ジに掲載していますので、ぜひご覧ください。 

【募集詳細】 
https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/essay.html 

【アニメーション動画】 
https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/animation.html 
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「わたしと年金」エッセイアニメーション動画のご案内

「わたしと年金」エッセイの受賞作品のアニメーションを、日本年金機構ホームページ

に掲載しています。学生や現役世代の方の体験談から、年金の大切さや意義について

思いをつづった作品となっていますので、ぜひご覧ください。

「わたしと年金」エッセイとは

日本年金機構では、公的年金の大切さや意義を皆さまと一緒に考えていきたいと思い、毎年公的年金を題材とした

「わたしと年金」エッセイを募集し、優秀な作品を表彰しています。

令和6年度厚生労働大臣賞 受賞作品

あらすじ

子供が生まれる予定日の1か月前、夫が原因不

明の脳炎で倒れ、意識が戻らない状態となってし

まった。

夫はなんとか意識を取り戻したものの後遺症が

重く、自身が家族を支えていかなければならない

状況となり、社会保険労務士を目指すことにした

わたしは・・・

令和6年度日本年金機構理事長賞 受賞作品

あらすじ

母の眼の病気が悪化したため眼科を受診したと

ころ、身体障害者二級相当だと判明した。

新型コロナウイルスの影響でただでさえ家庭が

経済的に厳しい状況にあり、高校へ進学すること

ができるのか不安に感じていたところ、障害年金

の受給資格があることを知り…

〈動画の視聴方法〉

① パソコンの場合

日本年金機構ホームページよりご視聴ください。

https://www.nenkin.go.jp/info/torikumi/nenkin-

essay/index.html

② スマートフォンの場合

以下の二次元コードを読み取り、ご視聴ください。

（左記の日本年金機構ホームページからもご視聴いただけます。）

「わたしと年金」エッセイアニメーション動画特設案内ページ

「わたしと年金」エッセイ

https://www.nenkin.go.jp/info/torikumi/nenkin-essay/index.html
https://www.nenkin.go.jp/info/torikumi/nenkin-essay/index.html


あらすじ

わたしは大学時代に事故で足を切断してしまった

が、母親が学生納付特例の手続きをしていたこと

で、障害年金を受給することができた。

その後、市役所の年金担当として勤務するように

なったわたしは...

あらすじ

わたしの父は闘病生活を送っており、仕事を続け

ていくことが困難となる。その結果、わたしの家庭は

経済的に困窮していったが、父が障害年金3級を受

給したことで、兄の学費を支払うことができた。

しかしその後父は亡くなり、わたしの家庭はより経済

的に困窮してしまうようになるが...

日本年金機構は、厚生労働省と協力して、11月を

「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）を「年金の

日」とし、皆さまに年金制度に対する理解を深めてい

ただくため、公的年金をテーマにしたエッセイを募集※

しています。

公的年金の大切さや意義を、皆さまと一緒に考えて

いきたいと思いますので、ふるってご応募ください。

※毎年度6月初旬～9月上旬の間募集しています。

これまでの受賞作品や募集の詳細については

右記の二次元コードまたは以下のURLからご覧ください。

https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/essay.html
ぜひご応募 ください！

令和4年度厚生労働大臣賞 受賞作品

令和2年度厚生労働大臣賞 受賞作品

「わたしと年金」エッセイにぜひご応募ください！

https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/essay.html

